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 審   査   の   要   旨 
塩類風化に関する実験的研究は数多く行われているものの，実際に野外で生じうるような湿度変化環
境，あるいは凍結融解環境を想定した塩類風化実験は，設定の難しさなどの制約もあり，あまり行われ
てこなかった．本論文では，湿度変化環境や凍結融解環境を再現し，岩石の塩類風化に関する膨大なデ
ータを取得することに成功している．この点は本論文のオリジナリティとして評価できる．
本論文の特筆すべき成果の１つは，高湿度と低湿度を繰り返す環境において，塩化ナトリウムが著し
い塩類風化を引き起こすという事実を実験的に証明したことである．従来の塩類風化に関する研究では，
硫酸塩類が塩化ナトリウムよりも強力な塩であると考えられてきた．著者は，乾燥した岩石表面が湿度
変化のみにさらされる条件では，塩化ナトリウムが最も効果的な塩になることを示した．さらに，なぜ
そのような環境下で塩化ナトリウムが効果的な塩になるかという問いについて，潮解や水和の発生条件
に基づき検討した．また，凍結融解環境を再現した実験においても，従来の知見とは異なり，硫酸マグ
ネシウムが効果的な塩になりうることを示した．これらの一連の研究成果は，海岸や寒冷地の野外にみ
られるタフォニの形成メカニズム，あるいは湿度変化を受ける環境にある石造建造物の風化などの問題
に対して大きく貢献すると考えられる．特に海岸周辺域では，塩類風化が従来考えられていたよりもは
るかに広域かつ効果的にはたらくことを示唆しており，岩石風化の認識を変えうる重要な知見である．
これらの点は博士論文として高く評価されるものである．
平成31年1月24日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと論文の審査および最終試験
を行い，本論文について著者に説明を求め，関連事項について質疑応答を行った．その結果，審査委員
全員によって合格と判定された．
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものとして認める．
